
平成26年度
事業の効果目標

　　　　　　　　　　　H19実績　　H20実績　　 H21実績　　H26目標値

市内宿泊者数　　　450人　　　　535人　 　　 517人　　　 　600人

参加チーム数　　47チーム　　53チーム　　53チーム　　60チーム

国庫支出金

22

節

402

参加チーム数　　47チーム　　53チーム　　53チーム　

歳入

項目

分担金・負担金予算科目

施策方針

平成21年度
事業の効果

基本方針

平成21年度
事業の実績

一般会計

○

（実績により、どのような効果
があったか。できるだけ指標と
数値で記入）

改善

Ａ　事業拡大

　　　　　　　　　　　H19実績　　H20実績　　 H21実績　

市内宿泊者数　　　450人　　　　535人　 　　 517人　　

理由

総合計画
（前期基本計画）

事業の目的

目

10

計画項目

細事業名

平成21年度予算
会計名称

02 01

款 項

丹後半島駅伝大会開催事業

Ⅰ　交流経済都市

⑤　観光の振興

8　交流の機会づくり

35

丹後市民局

担当課等

(平成26年度までに、どの
ような効果をだすか。でき
るだけ指標と数値で記入)

●平成２１年度決算

府支出金

事業 細事業

市民部

担当部局

0104

金額（千円）

（政策）

（施策）

担当課長の氏名

東　　 　和　彦

担当者の氏名

森　本　辰　朗

財
源
内
訳

11

14

平成２２年度　事務事業評価

（何を対象に、
何をしたか）

（どのような目
的で事業を実
施するか）

京都府市町村職員厚生会に加入する府内の市町村職員の健康増進と元気回復、
相互の連携を培い府民スポーツの発展と交流に寄与するとともに、観光振興を中
心とした地域振興を図ることを目的とする。

京都府市町村職員厚生会に加入する府内の市町村職員を対象に、6区間18.5ｋｍの駅伝競走を実施
した。
（例年は、特別参加の部へ地元の中学生チームの参加があるが、21年度においては、学校行事と重
複したため参加チームが確保できなかった。）

起債

名称

8 547

金額（千円）

その他 丹後半島駅伝大会協力金

604 合計 604

202

Ｃ　事業縮小

Ｂ　現状維持

Ａ　現状維持

Ｂ　内容の見直し

事業規模の方向性

Ａ

当事業は「観光振興」と「地域の活性化」を図るための一つの有効な手
段であることから、今後も事業内容の検討を随時していく中で、行政・
市民・観光産業とが更に密な連携を図っていく必要がある。Ｃ　統廃合・休止・終了

現状を維持しつつ、「観光振興」を中心とした地域の活性化を図ってい
くためには、今後も行政・市民・観光産業とが協働事業主として創意・
工夫をこらし事業を大きく発展させていく必要がある。

理由

○　進捗している（できている）

理由
参加チーム数や宿泊者数が、平成20年度とほぼ同数であったことか
ら、府民スポーツの発展・交流及び観光振興と地域の活性化を図ると
いう点で、その事業目的や効果目標が達成できなかった。

▲　少し遅れている
　　　　（少しできていない）

×　遅れている（できていない）

事業内容の方向性

Ｂ

評価

○　削減の余地がなかった

理由
これまでから必要最小限の経費で実施してきており、これ以上の経費
削減の余地はなかった。

▲　少し削減の余地があった

×　削減の余地があった

▲

整理番号

6-19

目標達成度・・・ＤＯ（平成21年度事業の実績、あるいは効果）が、ＰＬＡＮ（事業の目的、あるいは平成26年度事業の
　　　　　　　　　 効果目標）の達成に向けて順調に進捗したか

効率性・・・ＤＯ（平成21年度事業の実績、あるいは効果）に対して、コスト削減の余地がなかったか

Ⅰ
交流

事業費合計

歳出

一般財源

ＰＬＡＮＰＬＡＮＰＬＡＮＰＬＡＮ

ＤＯＤＯＤＯＤＯ

ＡＣＴＩＯＮＡＣＴＩＯＮＡＣＴＩＯＮＡＣＴＩＯＮ

ＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫＣＨＥＣＫ


